
一
九
八
〇
年
出
土
の
木
簡

概

要
１

本
号
に
は
、　
一
九
八
〇
年
に
全
国
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
多
く
の
木
簡

に
関
す
る
報
告
を
収
録
し
た
。
木
簡
学
会
の
依
頼
に
応
じ
て
、
御
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、・諸
報
告
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
対
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
号
に
は
、
合
計
二
〇
報
告
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
そ
の
う
ち
石
川
県
の
桜
町
お
よ
び
御
館
遺
跡
は
と
も
に

一
九
七
八
年
に
、

ま
た
多
賀
城
跡
第
三
四
次
調
査
は

一
九
七
九
年
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
静
岡
県
の
御
殿

・
二
之
宮
遺
跡

（
一
部
創
刊
号
に
報
告
済
）
と
兵
庫
県
の

御
着
城
跡
は
、　
一
九
八
〇
年
以
前
か
ら
調
査
が
開
始
ざ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
一
福
岡
県
の
大
宰
府
学
校
院
跡
の
調
査
は
、　
一
九
八
一
年
に
行
な
わ

れ
た
ヽ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
収
録
し
て
い
る
。　
一
方
、　
一
九
八
〇
年
に
木
簡

を
出
土
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
中平
城
宮
東
院
園
池
西
南
地
区

（
〓
一〇
次
調
査
）、

法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
跡

（
一
一
八
卜
三
〇
次
）、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪

1980年出上の木簡

古代 都 城

（
〓
〓
次
）
２
二
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
す
で
に

本
誌
第
二
号
に
報
告
済

で
あ
る
。
ま
た
、
長
岡

京
左
京
二
条
二
坊
出
土

木
簡
の

一
部
は
、
次
号

に
報
告
が
期
待
さ
れ

∠つ
。

，
μ

第
１
表
は
、
各
報
告

に
よ
り
つ
つ
木
簡
出
土

遺
構
に
則
し
て
、
そ
の

年
代
お
よ
び
性
格
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
り
、

第
２
表
は
、
各
遺
跡
別

の
出
土
木
筒
荻
と
木
簡

平城官跡,平城京跡,藤原官跡,長岡京跡

多賀城跡,御殿・二之宮遺跡

法華寺跡 (平城京跡)

大蔵司遺跡,西沖遺跡
稗田遺跡

太宰府学校院跡

野田地区遺跡

御着城跡,鶴・城山遺跡

寄竃屏F渇霞'.竺翌暮壇鉢
白山橋遺跡,車戸千軒

観世音寺跡

御殿・二之宮遺跡

漆町西遺跡,御館遺跡,野田地区遺跡

地方官衡・
螂

寺 院

集 落

道路・運河

学校跡
?

中世 館・城郭
集 落

寺 院

近世  ?
不切

第 1表 木簡出土遺構の性格



新
出
遺
跡
か
否
か
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
古
代
の
遺

構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
特
に
藤
原
官
跡
出
土
の
一
五
五

七
点

（そ
の
は
と
ん
ど
は
第
二
九
次
調
査
東
面
大
垣
地
区
の
外
濠
か
ら
出
土
）
が
群
を

癒
い
て
大
量
で
あ
り
、
長
岡
京
跡

。
平
城
宮
跡

。
同
京
跡
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。

こ
れ
ら
の
古
代
都
城
跡
か
ら
の
出
土
点
数
は
、
全
体
の
九
割
を
優
に
越
え
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
で
は
、
奈
良
県
稗
田
遺
跡
の
一
八
点
、
広
島

県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
六
九
点
が
Ｂ
立
つ
程
度
で
、
他
は
数
点
程
度
の
出
土
例

が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
本
誌
創
刊
号

・
第
二
号
の
本
欄
で
そ
の
多
さ
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
古
代
地
方
官
衝

・
城
柵
か
ら
の
出
土
は
、　
一
九
八
〇
年
に
は
非
常

に
少
な
か
っ
た
。

″

〃

〃

木
簡
新
出
遺
跡
は
十

一
カ
所
に
の
ば
る
。
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
こ
の
程
度
が
、

木
簡
出
土
遺
跡

一
覧
表
の
，
ス
ト
に
加
わ
っ
て
い
る
が

（創
刊
号
十
二
カ
所
、
第

二
号
十
一一万
所
）、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
こ
れ
ら
の
新

出
遺
跡
の
う
ち
、　
古
代
は
五
遺
跡

（稗
田
遺
跡
。
大
蔵
司
遺
跡
。
西
沖
遺
跡
。
大
宰

府
学
校
院
跡
お
よ
び
野
田
地
区
遺
跡
の
一
部
）
で
あ
り
、　
一
九
八
〇
年
は
中
世
以
降

の
木
簡
新
出
遺
跡
の
増
加
が
相
対
的
に
日
立
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

３

つ
ぎ
に
、
各
遺
跡
の
出
土
木
筒
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

平
城
官
南
面
東
門
の
南
側
の
二
条
大
路
北
側
濤
か
ら
は
、
計

一
四
六
点
が
出

上
し
た
。
そ
の
う
ち
、
考
課
関
係
木
筒
と
造
兵
司
移
の
文
書
木
簡
は
、
伴
出
の

蜘　集眸蛇囀均近「韓嘲ォ熊織理翠部「囃・厨サ陣饗即庁隷噌ゆ婆滞榊

絢
　
在
し
た
こ
と
を
示
変
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
す
式
部
省
の
所
ｉ
地

捧
辞
雑
差
唯軽
灘
『騨
］禅
麗
犠

納
　
流
）
か
ら
出
上
し
た
大
量
の
考
課
関
係
木
簡
か
ら
も
、
そ
の
西
方
位
置

阻
　
に
推
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
って
、
そ

野
　
の
推
定
を
補
強
す
る
史
料
が
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

「
□
奴
大

‐９
　
魚
」
で
は
じ
ま
る

「浪
人
」
関
係
木
簡
も
注
目
さ
れ
る
が
、
す
で
に
平

嫉
　
城
官
第
二
二
次
調
査
や
秋
田
城
跡
第
二
五
次
調
査
で
、
「浪
人
」
「
浮
浪

第
　
人
」
の
貢
進
物
付
札
が
出
土
し
て
い
る
。

点 数

146

79

1557

18

658

3

1

4

1

4

1

1

1

2

1

1

170

5

10

9

平城宮跡

平城京跡(6ヵ所

藤原宮跡

※稗田遺跡

良市
″・大和郡出

良県橿原市

奈良県大和
市

京都府向日市

大阪府高槻市

三重県大山田

静岡県磐田市

滋賀県草津市

城県多賀城

石川県小松市
″ 穴水町

庫県姫路市
″ 太子町
島県福山市

和歌山県吉備

岡県太宰府

長岡京跡(2ヵ 所

大蔵司遺跡

西沖遺跡

御殿 と二之宮

野路岡田遺跡

多賀城跡

漆町西遺跡

桜町遺跡

白山橋遺跡

御館遺跡

御着城跡

鶴・城山遺跡

草戸千軒町遺跡

野田地区遺跡

観世音寺僧房跡

大宰府学校廃跡

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※



1980年出上の木簡

平
城
京
内
で
は
、
東
二
坊
坊
間
大
路
の
二
条
部
分
の
西
側
濤
か
ら
、
伊
勢
国

の
調
銭
の
付
札
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
従
来
の
調
銭
付
札
は
い
ず
れ
も
郡
ま

で
記
さ
れ

一
貫
ず
つ
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
次
の
も

の
は
郷
ま
で
記
し

牢

紀
か
ら
み
て
郷
里
制
下
の
木
簡
で
あ
る
が
、
里
名
ま
で
は
記
し
て
い
な
い
）、
さ
ら
に

個
人
名
を
記
し
て
し
か
も

一
貫
と
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
年
紀
の
前
年
で
は
、
畿

外
の
調
銭
は
正
丁

一
人
十
八
文
の
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
物
個
人
の
輸
す

調
銭
と
し
て
は
説
明
が
つ
か
な
い
。　
一
〇
四
次
調
査
出
上
の
和
釦
年
間
の
も
の

と
み
ら
れ
る
調
銭
付
札
の
裏
面
に
は
、
個
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
の

関
連
で
今
回
出
上
の
木
筒
の
個
人
名
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

平
城
左
京
五
条
五
坊
七
坪
か
ら
の
出
土
例
は
、
外
京
地
区
に
お
け
る
は
じ
め

て
の
出
土
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
う
ち

一
点
は
、
人
形
の
胴
部
に
墨
書
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
削
り
か
け

・
土
馬
な
ど
と
と
も
に
丼
戸
底
か
ら
出
土
し
た
点

か
ら
み
て
、
何
ら
か
の
祭
祀
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

平
城
京
内
の
法
季
寺
旧
境
内
か
ら
は
、
兵
衛
関
係
の
木
簡
や
尼
房
と
関
係
す

る
か
と
み
ら
れ
る
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
挙
関
係
の
木
簡
も
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
木
筒
は
何
の
出
挙
に
関
す
る
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、

月
借
銭
の
木
簡
は
、
す
で
に
平
城
官
第
十
三
次
調
査
で
出
土
し
て
い
る
。

藤
原
官
跡
東
面
大
垣
地
区
の
外
濠
か
ら
は
、
前
述
の
ご
と
く
大
量
の
木
筒
の

出
土
を
み
た
。
文
書
木
簡
で
は
、
第
二
七
次
調
査

（本
誌
第
二
号
）
に
つ
づ

い

て
出
土
し
た

「皇
太
妃
官
職
」
関
係
木
筒
が
注
意
さ
れ
る
が
、
衛
士
関
係
木
筒

も
二
四
次

（創
刊
号
）
二

一七
次
調
査
で
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
宣
命
木
簡
、

門
号
を
記
し
た
も
の
な
ど
も
興
味
が
か
い
。
付
札
で
は
、
畿
内
の
薦
の
貢
進
物

付
札
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
さ
ら
に
新
し
い
評
史
料
が
増
加
し
た
が
、
そ

の
う
ち

「弟
国
評
」
（山
背
国
）
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
宝
令
施

行
時
の
郡

（評
）
の
分
割
説
の
有
力
な
根
拠
が
ゆ
ら
い
だ
こ
と
に
な
る
。　
ま
た

南
面
の
外
濠
か
ら
は

「考
仕
令
」
と
墨
書
の
あ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

長
岡
京
跡
で
は
、　
第
十
三
次
調
査

（創
刊
号
今
泉
論
文
参
照
）
と
第
二
二
次
調

査

（創
刊
号
）
で
、
合
計
三
百
数
十
点
の
木
簡
を
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ

一
〓
一〇

一
東

西
濤
の
延
長
部
分
か
ら
、
ふ
た
た
び

一
六
九
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
そ
の
な

か
に
は
、
前
二
回
の
調
査
で
も
出
土
し
て
い
た
造
営
関
係
の
木
簡
が
、
ま
と
ま

っ
て
存
在
す
る
。
同
じ
く
前
二
回
の
調
査
で
は
、
太
政
官
関
係
の
木
筒
や
墨
書

土
器
が
出
上
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
今
回
も
、
「
外
記
」
「官
」
な
ど
の
墨
書
土

器
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、

「
海
調
」
の
語
を
記
す
木
簡
も
注
意
さ
れ

る
。
ま
た
、
同
左
京
二
条
二
坊
の
三
町
と
六
町
の
町
間
小
路
の
東
西
両
側
濤
か

ら
出
土
し
た
木
簡
中
に
は
、
地
子
木
筒
が
み
ら
れ
る
が
、
第
十
三
次
調
査
で
出

上
し
た
も
の
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
て
興
味
ぶ
か
い
。
白
米
の
貢
進
札
も
多

く
、
ま
た
讃
岐

・
伊
予

・
美
作

。
長
門
な
ど
の
山
陽

・
南
海
道
諸
国
の
貢
進
物

付
札
が
多
い
点
も
目
に
つ
く
。

稗
田
遺
跡
で
は
、
下
ツ
道
と
そ
の
西
側
濤
、
運
河
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能

性
の
あ
る
大
規
模
な
東
側
濤
、
平
城
京
東
南
隅
付
近
か
ら
斜
行
す
る
人
工
河
川

と
そ
れ
に
か
か
る
橋
の
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
河
川
と
東
側
濤
か
ら

木
簡
が
出
土
し
た
。
そ
れ
に
は
衛
士
府
関
係
の
も
の
、
貢
進
物
付
札

・
習
書
木



筒
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
遺
跡
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ

の
究
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
う
。

一
畿
外
地
方
の
出
上
例
で
は
、
御
殿

。
二
之
官
遺
跡
か
ら

「駅
家
人
」
の
木
簡

が
出
上
し
て
い
る
。
多
賀
城
南
辺
築
地
西
半
部
の
南
の
大
濤
か
ら
は
、
平
安
時

代
の
呪
符
が

一
点
出
土
し
た
が
、
中
世
の
例
と
し
て
は
、
石
川
県
の
白
山
橋
遺

跡
出
上
の
も
の
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
央
に
立
木
の
あ
る
土
城
の
北
隅

に
倒
立
状
態
で
さ
さ
っ
て
い
た
も
の
で
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
も
し
こ
れ

が
呪
符
と
す
る
と
、
倒
立
の
出
土
状
態
は
、
伊
場
遺
跡
の
い
わ
ゆ
る

「
百
怪
呪

符
」
と
同
様
で
あ
り
、
倒
立
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
呪
符
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
石
川
県
の
桜
町
遺
跡
、
広
島
県

草
戸
千
軒
町
遺
跡
か
ら
も
出
上
し
て
い
る
。

以
上
に
と
り
あ
げ
た
木
簡
以
外
に
も
、
言
及
す
べ
き
も
の
は
多
い
が
、
各
報

告
に
よ
ら
れ
た
い
。

４

一
九
八
〇
年
の
出
土
例
で
は
、
呪
符
や
卒
塔
婆
な
ど
、
何
ら
か
の
宗
教
的
行

為
に
か
か
わ
る
墨
書
を
も
つ
木
片
が
多
か
っ
た
。
前
述
の
多
賀
城
跡
出
上
の
呪

符
、
白
山
橋

・
桜
町

・
車
戸
千
軒
町
の
出
土
例
、
平
城
左
京
五
条
五
坊
七
坪
の

井
戸
か
ら
出
土
し
た
、
胴
部
に
人
名
を
記
す
人
形
、
兵
庫
県
鶴

・
城
山
遺
跡
、

和
歌
山
県
野
田
地
区
遺
跡
の
卒
塔
婆

。
笹
塔
婆
、
大
宰
府
学
校
瞼
跡
出
上
の
卒

塔
婆
風
の
も
の
、
そ
の
他
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
呪
符
や
物
忌
札
そ
の
他

は
、
伊
場
遺
跡

・
車
戸
千
軒
町
遺
跡
は
か
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
元
興
寺
極
楽

坊
で
も
大
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
た
と
え
ば
滋
賀
県
大
津
市
の

日
吉
神
社
で
は
、
「
願
串
」
と
称
す
る
、

長
さ
二
四

一
ミ
リ
、　
幅
三
九
ミ
リ
、

厚
さ
三
ミ
リ
の
祈
願
の
た
め
の
木
札
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宗
教
的

遺
物
は
広
範
に
用
い
ら
れ
、
今
後
も
出
土
す
る
可
能
性
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
、

「
木
筒
」

と
し
て
あ
つ
か
う
に
は
か
さ
わ
し
く
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
木
筒
の
定
義
を
精
密
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
そ
の
遺
跡
の
性
格
を

明
ら
か
に
し
、
他
の
出
土
遺
物
や
木
筒
の
理
解
を
進
め
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ

う
な

一
群
の
宗
教
的
行
為
に
か
か
わ
る
墨
書
の
あ
る
木
札
の
検
討
は
、
深
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（栄
原
企ヽ
込
男
）

凡

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
ェ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
ゃ

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ば
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

・
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
据
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
頁
第

一
図
参
照
）。

例




